








Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja





とを受けて、平成 20 年 11 月にカリキュラムワーキンググループを設置し、観光系大学が指向すべ
き教育内容に関する検討を進めている。また、観光分野の人材育成を更に効果的に実践するために、
平成 21 年 6 月からは「観光教育に関する学長・学部長等会議」を開催するなどして、観光教育を
行う高等教育機関の学長や学部長等の運営責任者との意見交換を行っている 1）。
このような状況において、高等教育機関である大学ならではの観光学教育を具体的にどのように




























































































（全部で 15 回の授業（各 90 分）についての記載であるのが一般的）
指導方法 必要に応じて、授業中にサブノートやレポート作成等の演習課題を課し…
事前・事後学修 事前学習としては、配布したレジメを読んでおくこと…












































1960 ～  1  1（100.0％）
1970 ～  1  0（0.0％）
1980 ～  0  0（－）
1990 ～  6  4（66.7％）
2000 ～ 31 19（61.3％）







ホスピタリティ 10  2（20.0％）
観光全般 12  7（58.3％）
産業・経営 13 10（76.9％）
社会  2  2（100％）
地域計画  9  7（77.8％）






お、学科数は 31 であったが、シラバスの詳細について一般公開をしていなかった学科が 1 学科あ
ったため、学科数は 30 学科となっている。
また、表 7 は、観光政策にかかる授業科目を構成している項目数を学科単位で集計したものであ
る。すべての項目を網羅している学科はなく、2 項目の学科から 12 項目の学科までばらつきが大

























組織 行政、DMO、NPO などの観光推進組織 24（80.0％）
海外事情 諸外国の観光政策、UNWTO の事業  9（30.0％）
トピック 観光の動向 17（56.7％）
観光統計 観光統計  7（23.3％）
観光産業 観光産業の構造や振興事例  6（20.0％）
観光インフラ 交通インフラ、自然公園等の観光資源  6（20.0％）
交流・語学 相互理解、文化交流  1（3.3％）








 2 項目の学科 2（6.7％）
 3 項目の学科 3（10.0％）
 4 項目の学科 9（30.0％）
 5 項目の学科 3（10.0％）
 6 項目の学科 4（13.3％）
 7 項目の学科 5（16.7％）
 8 項目の学科 1（3.3％）

























































































観光学研究　第 19 号　2020 年 3 月8
ラムとしている。
一方、東洋大学では、必修科目またはこれに類した講義科目として、観光学概論、旅行産業論、
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